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平成 21 年 3 月 30 日 

北海道電力株式会社 

 

 

泊発電所 

原子炉建屋の弾性設計用地震動Ｓｄによる確認結果 

報告書の概要 

 

 

１．はじめに 

平成 21 年 2 月 18 日付けで原子力安全委員会により「既設原子炉施設の耐震安全性確認における弾性設計

用地震動評価の位置づけ等について」（21 安委決第 9 号）が決定されました。これに伴い，原子力安全・保

安院より「耐震設計審査指針の改訂に伴う既設発電用原子炉施設の耐震安全性評価における弾性設計用地震

動Ｓｄによる確認等について」（平成 21・02・18 原院第 4 号平成 21 年 2 月 20 日）が出され，泊発電所の

耐震安全性評価において，弾性設計用地震動Ｓｄによる確認も行うこととなりました。 

当社は，主要な建物に対する評価として，泊発電所１号機，２号機及び３号機の原子炉建屋について，弾

性設計用地震動Ｓｄによる確認結果を取りまとめ，本日（平成 21年 3 月 30 日），経済産業省および北海道に

報告書を提出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告のポイント】 

泊発電所１号機，２号機及び３号機の原子炉建屋について，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力に

対して，概ね弾性範囲に留まることを確認しました。 
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２．弾性設計用地震動Ｓｄによる確認 

本報告書では，泊発電所１号機，２号機及び３号機の原子炉建屋について，基準地震動Ｓｓによる安全機

能保持をより確実なものとする観点から，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力に対して，概ね弾性範囲に留

まることを確認しました。なお，泊発電所１号機及び２号機は，ツインプラントであることから，泊発電所

１号機を代表として評価しています。 

 

2.1 弾性設計用地震動Ｓｄの設定 

原子炉建屋の弾性限界と機能維持限界の間には，一般的に概ね 2 倍以上の裕度があります。 

弾性設計用地震動Ｓｄは，基準地震動Ｓｓによる安全機能保持をより確実なものとする観点から，弾性

設計用地震動Ｓｄと基準地震動Ｓｓの比率（Ｓｄ/Ｓｓ）を 0.5 とすれば十分ではありますが，既往の評価

で用いた基準地震動Ｓ１（Ｓｋ１）を下回らないように配慮することとし，基準地震動Ｓｓを 0.6 倍した地

震動としています。 

弾性設計用地震動Ｓｄの応答スペクトルを第 1 図に，加速度時刻歴波形を第 2 図に示します。 

なお，弾性設計用地震動Ｓｄの年超過確率は，10－４程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 弾性設計用地震動Ｓｄの応答スペクトル（水平動） 
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第 2 図 弾性設計用地震動Ｓｄの加速度時刻歴波形（水平動） 
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2.2 弾性設計用地震動Ｓｄによる評価 

泊発電所１号機及び３号機の原子炉建屋について，基準地震動Ｓｓに対する地震応答解析に用いた解析

モデルにより，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震応答解析を実施しました。（第 3 図及び第 5 図参照） 

 

弾性設計用地震動Ｓｄによる最大応答値は，耐震壁のせん断スケルトンカーブ上の第一折点以下または

第一折点程度となっており，弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力に対して，原子炉建屋が概ね弾性範囲に

留まることを確認しました。（第 4 図及び第 6 図参照） 

 

泊発電所１号機 確認結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 図 １号機原子炉建屋 解析モデル図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＥＷ方向）                     （ＮＳ方向） 

 

第 4 図 １号機原子炉建屋 耐震壁のせん断ひずみ（外部しゃへい建屋） 
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泊発電所３号機 確認結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図 ３号機原子炉建屋 解析モデル図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＥＷ方向）                    （ＮＳ方向） 

 

第 6 図 ３号機原子炉建屋 耐震壁のせん断ひずみ（外部遮へい建屋） 

 

 

以 上 

 

せん断力（×105ｋN）

0

1

2

3

4

5

0 1 2 3 4

せん断ひずみ（×10
-3
）

410

6

5

11

7

9

8

せん断力（×105ｋN）

0

1

2

3

4

5

0 1 2 3 4

せん断ひずみ（×10-3）

910

8

11

4

5

6

7

10

原子炉格納容器
原子炉格納容器

燃料取扱棟

周辺補機棟

外部遮へい建屋

内部コンクリート

蒸気発生器

9

11

8

7

6

5

4

EL.(m)

60.5 

69.15 

83.10 

51.9 

47.6 

41.0 

33.1 

24.8 

17.8 

12.1 

2.8 

10.3 

原子炉格納容器
外部遮へい建屋

蒸気発生器

内部ｺﾝｸﾘｰﾄ

燃料取扱棟 

周辺補機棟 


